






商品は，パッケージが非常に凝ってお
り，ラインも新しいものだという．小
さなカートンの中にガムを定量入れ，
カートンの中にあるこれまた小さなポ
ケットにガムを噛んだ後包む捨紙を挿
入し，捨紙の有無を画像で検査し包装
するという一連の流れを高速処理して
いるが，担当者の方によれば，新しい
ラインでありまだまだ改善の余地はあ
るとのことであった．年 5，6 本のラ
インを設計するとなれば，ラインの最
適化とコストの配分が難しいのであろ
う．この商品がロングセラーになるな
ら，改善する余地はあるが，売れない
と改善しても意味がない．そのバラン
スをとるのも難しいのだと感じた．
　今回，残念ながらコアラのマーチの
ラインは見学できなかったのだが，コ
アラの柄を印刷するスクリーンは見せ
ていただいた．薄いステンレス（？）
のドラムに無数の小さい穴があいてい
て，その上に着色用食材を流すことで
柄を印刷するのだそうだ．まるで，基
板にクリームはんだを印刷しているよ
うであった．また，コアラのマーチは

1 層でできているとうかがったときも
驚いた．1 層で作っていても，焼くと
きれいに膨らんであのような形になる
らしい．当然 2 層で作っているか，
温度差をつけるか，工夫して膨らませ
ているものだとばかり思っていたの
で，意外だった．

5 おわりに

　食品関係の工場を見学するのは初め
てであったが，いかに安心・安全で安
定した高品質のものを供給するかとい
う点に力を注いでいるかがよく伝わっ
てきた．賞味期限は，経時テストを行
い，アイテムごとに定められた項目の
確認を実施する．官能検査の項目例と
しては味や感触などの変化があり，科
学的分析と合わせ総合的に設定される
という．設定した賞味期限はすべて自
動で日時がうたれ，印字された日付が
あっているかどうかを画像認識で読み
とり，あっていないもの，不明瞭なも

のは排除されるようになっている．ま
た，作ったお菓子は基本的に全数検査
をしており，X 線検査，目視，カメラ

（割れ，欠け，汚れ，ラベルのずれ），
大きさ，厚みのチェックなど，機械と
人が協力しつつ，高品質で安全な商品
を作り出すために多くの工程を費やし
ていた．ここまで気を使っているのだ
と感心してしまった．昨今の賞味期限
偽装問題や，安全性に対する意識の高
まりなどで，今後はさらに高いレベル
でこれらを実現することが求められる
のだと思う．一消費者として，今後も
魅力的なお菓子を作り続けていってほ
しいと思う．
　最後に，今回の訪問にあたり，施設
を案内してくださった（株）ロッテ 
狭山工場の野田工場長，及び宇都宮部
長には大変お世話になりました（図7）．
この場を借りて，厚く御礼を申しあげ
ます．

（文責 メカライフ学生編修委員
秋元健太郎，上野弘傑，林　智希）

図 7　ロッテ（株）狭山工場の方々とメカライフ学生委員，中尾委員長
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